全中・関中東京都予選会における新型コロナウィルス感染予防対策
＊以下は選考会を安全に行うために、全日本空手道連盟感染拡大防止ガイドライン及び感染防止策チェックリストをもとにした留意事項です。コロナ禍での開催ですので、どうぞご理解のうえ、下記の措置・指示に従うようお願いします。なお、開催までの感染状況によっては予選会の中止を判断する場合があります。
□ 本予選会は基本的に無観客にて行う。（ただし、選手の帯同保護者及び団体種目チームの監督については入場を認める。）
□ 選考会関係者（選手・帯同保護者・監督・審判・役員等）は入館時に体温チェックを受け、入館者連絡確認用紙兼健康管理チェックシートを提出する。
□ 選手は保護者による参加同意のもと予選会に参加する。
□ 当日、以下の項目にあてはまるものがあれば、入場、参加を認めない。
　　〇発熱、咳、咽頭痛、倦怠感、息苦しさ、味覚・嗅覚障害などの症状があり、体調がよくない場合
　　〇同居家族や身近な知人に感染者がでた場合及び感染が疑われている場合
　　〇過去１４日以内に政府からの入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又は当該在住者と濃厚接触がある場合
□ 予選会会場及び選手待機場所（練習会場）においては、良好な換気状態を保つ。
□ 選考会場、選手待機場所（練習会場）出入口、コート等複数個所に消毒液を配置する。
各自手指消毒及びこまめな手洗いを行う。
□ 競技中の選手以外は、入場者全員マスクを着用する。
□ 大会終了後２週間以内に新型コロナウィルス感染症を発症した場合は、主催者に対し速やかに報告すること。
[bookmark: _GoBack]□ 選手は会場に男女別（男子はさらに種目別）に集合する。また、自分が参加する種目の
指定された時間以外に会場内に入ることはできない。
□ 選手は競技が終了したら順次退場、退館、帰宅すること。応援等で残ることはしない。
□ 選手は競技中のみマスクをはずし、競技をする。（はずしたマスクはマスクケースか
ビニール袋に入れて各自管理する。）
□ 受付・更衣中・待機中・競技中など、会場内（試合場・練習会場）でのソーシャルディ
スタンスを確保する。
□ 競技中及び待機場での私語は控えること。
□ ゴミ袋を持参し、各自ごみは持ち帰ること。
□ 会場内での飲食は禁止する。ただし、水分の補給は可とする。
□ メンホーにはマウスシールドを装着する。
□ 選考会を通じて、握手、ハイタッチ等は行わないこと。
□ 感染防止のために主催者及び大会運営本部が決めた措置の遵守、指示に従うこと。
